
 

 

 
   
   

 

 

 

 
 

 

  8月は作業をしていないので、下草が太陽の日差しを受けて勢いよく茂り、

うんざりしました。特に日当たりのよい傾斜地の繁殖が著しく、ほっとけない

場所となっていました。活動地内の植生が次第に変わり、傾斜地と平地の違い

によっても随分と差があるのも面白く、水はけの違いでは？と思います。 

蒸し暑い中での作業でしたが、播磨支部より 6名が初めて応援に駆けつけて

くれたおかげで、作業がはかどりました。来月以降でもっと美しく整備したい

と思います。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森の世話人：兵庫県山岳連盟 

活 動 日：平成 26年 9月 10日（水） 

応援の仲間とともに 

応援の仲間もニセアカシアと格闘中 久々に草刈りに励んでいます 下草に覆い尽くされた活動地 

集まった仲間 播磨支部の皆さんを交えての報告会 伸び放題のツユクサ 


